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体育館のあった場所に新棟がたちました。
体育館は 5階に新設されています。

新棟の建設を記念して同窓会が寄贈した
ステンドグラス「聖母マリアのエリザベトご訪問」
1階の新しいマリアホールにあり、いつも学
生たちを見守ってくださっています。

2021 年 2月 28日現在、同窓生 10,669 人

﹁地の塩　世の光﹂

新棟が完成しました。

図書館は新棟 2階になりました。蔵書も見や
すく、自習スペースも整備されています。
※同窓生も利用できます。

4階には栄養学科の理化学実習室と生理学実習室
ができました。

新棟（2号館）1階は回廊風の廊下となり、
中庭のマリア様もよく見えます。

3階の看護学科実習室には、これからの時代に対
応できる設備があります。
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新
年
に
あ
た
り
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
克
服
さ
れ
、
健
康
と

安
心
の
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら
本
学
の
た
め

に
奨
学
金
や
ク
ラ
ブ
助
成
金
な
ど
で
ご
援

助
い
た
だ
き
、
ま
た
、
天
使
学
園
創
立
七

十
周
年
、
天
使
大
学
開
学
二
十
周
年
記
念

と
し
て
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

本
学
の
学
生
、
保
護
者
、
教
職
員
は
厳
し

い
試
練
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
同

窓
会
の
物
心
両
面
に
わ
た
る
御
支
援
の
お

陰
で
、
遠
隔
授
業
と
対
面
授
業
を
適
宜
織

り
交
ぜ
な
が
ら
、
学
び
の
機
会
を
絶
や
す

こ
と
な
く
継
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

さ
て
、
最
近
の
世
界
全
体
の
風
潮
と
し

て
、
感
染
予
防
（
い
の
ち
）
か
経
済
活
動

（
金
）
か
と
い
っ
た
二
者
選
択
的
な
議
論
が

な
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
経
済
活
動
と
い
う

も
の
は
本
来
が
人
間
の
い
の
ち
の
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
利
潤
追
求
や

資
本
投
資
の
あ
り
か
た
も
「
い
の
ち
」
を

守
り
、
い
た
わ
り
、
励
ま
す
こ
と
に
主
眼

が
お
か
れ
る
べ
き
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
・
思
想
家
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ
氏

は
、
こ
う
し
た
考
え
を
、「
い
の
ち
の
経
済

（
学
）」econom

ie de la vie

と
呼
ん
で
い

ま
す
。
あ
え
て
平
易
に
言
え
ば
、
経
済
は

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
自
動
車
や
航
空
、
化

学
と
い
っ
た
、
生
活
の
便
利
さ
を
追
求
す

る
も
の
に
偏
ら
ず
、
医
療
衛
生
や
教
育
、

食
糧
と
い
っ
た
、
い
の
ち
そ
の
も
の
に
か
か

わ
る
分
野
を
も
っ
と
重
視
す
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

天
使
大
学
は
、
看
護
師
、
助
産
師
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
、
と
い
う
専
門
職
業

人
の
養
成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
述
べ

た
「
い
の
ち
の
経
済
学
」
か
ら
す
れ
ば
、

ま
さ
に
現
代
世
界
の
最
も
緊
急
か
つ
重
大

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
分
野
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

同
窓
会
か
ら
の
「
寄
付
」
と
い
う
「
経

済
」
行
為
も
、
結
局
は
「
い
の
ち
」
の
奉

仕
者
を
育
て
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
出
口
が
見
え
な
い
よ
う
な

焦
燥
感
に
襲
わ
れ
な
が
ら
も
、
私
た
ち
は

い
の
ち
へ
の
献
身
と
し
て
の
学
び
が
現
在

と
未
来
を
切
り
開
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を

信
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
さ
ら
な
る
ご

支
援
ご
指
導
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

天
使
大
学
学
長

田　

畑　

邦　

治

い
の
ち
へ
の
献
身
と
し
て
の
学
び

─
─
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
希
望
の
あ
り
か
─
─
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同
窓
生
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
天
使
大
学
同
窓
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
三
年
間
、
同
窓
会
の
活
動

を
円
滑
に
か
つ
少
し
で
も
発
展
的
に
す
す

め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
に
入
り
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
全
国
的
に
拡
大
す
る
中
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
日
々
不
安
な
毎
日
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
ご
察
し
申
し
上
げ
ま

す
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
手
洗
い

励
行
・
マ
ス
ク
着
用
、
3
密
回
避
等
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
行
い
つ
つ
健
康
を
保
ち
な
が

ら
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
総
会
、
支
部
長
会
議
、
ク

ラ
ス
幹
事
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
て
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

《
支
部
活
動
の
強
化
・
拡
大
》

　

昨
年
度
は
、
支
部
集
会
を
七
か
所
で
開

催
し
組
織
化
が
形
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま

し
た
。
今
年
度
は
さ
ら
に
、
北
石
狩
や
後

志
、
上
川
・
留
萌
支
部
な
ど
新
た
に
支
部

集
会
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
残
念
な
が
ら
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
年
度

は
、
南
石
狩
も
支
部
集
会
に
つ
な
げ
た
い

と
計
画
を
し
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
た
中
で
の
開
催
が
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

《
代
議
員
の
定
着
化
》

　

昨
年
度
の
総
会
に
て
、
従
来
の
ク
ラ
ス

幹
事
の
中
か
ら
選
出
と
い
う
枠
と
ク
ラ
ス

幹
事
の
推
薦
も
加
わ
り
、
広
く
会
員
か
ら

代
議
員
の
選
出
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
学
卒
業
し
た
同
窓
生
か
ら
の
代

議
員
を
選
出
し
つ
つ
進
め
て
い
る
次
第
で

す
。

《
会
則
・
細
則
の
整
備
》

　

今
年
度
は
総
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
代
議
員
の
皆
様
に
は
、
総
会
関
係

書
類
を
送
付
し
、
審
議
事
項
の
議
案
承
認

書
の
確
認
を
行
い
特
別
委
員
会
の
設
置
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
窓
会
会
則
・
細
則
の
整
合
性
を
整
理

す
る
た
め
に
、
特
別
委
員
会
が
今
年
度
中

に
三
回
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
一
～
二
年
を
め
ど
に
検
討
し
総
会
に
提

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
校
友
育
成
活
動
》

　

昨
年
は
、“
葦
の
会
と
の
茶
話
会
”
を
数

回
行
い
、
天
使
祭
・
体
育
祭
に
参
加
し
同

窓
会
長
賞
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
学
生
も
前
期
は
対
面
授
業
が
な

く
登
校
せ
ず
リ
モ
ー
ト
授
業
中
心
で
し

た
。
後
期
に
入
り
徐
々
に
対
面
授
業
も
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

大
学
の
行
事
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
次
年
度
に
向

け
て
同
窓
会
活
動
の
周
知
と
理
解
を
し
て

頂
く
機
会
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

《
そ
の
他
》

　

同
窓
会
室
の
引
越
し
が
終
わ
り
、
一
号

館
二
階
に
移
動
い
た
し
ま
し
た
。

　

暖
冷
房
の
設
備
、
水
周
り
の
シ
ン
ク
の

設
備
や
窓
も
広
く
明
る
く
部
屋
の
広
さ
も

十
分
に
あ
り
快
適
な
同
窓
会
室
で
す
。
是

非
皆
様
に
お
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

重
点
目
標
を
主
に
報
告
い
た
し
ま
し
た

が
、
役
員
一
同
“
天
使
大
学
同
窓
会
活
動
”

の
周
知
に
関
し
て
、
会
員
お
よ
び
大
学
在

校
生
に
対
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
を
“
継
続
し
て
い
く

力
”
が
最
も
大
切
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
会
長�
�

衛
生
看
護
学
科
二
十
六
回
生

嶌　

田　

美
穂
子

同
窓
会
会
長
に
就
任
し
て
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会　　長

福祉部委員会

・ボラン
ティア活
動（タキさ
んの店）

・バザー

事業部委員会

・奨学金

会　　員

監　　事

副会長 副会長

理　事　会常任理事会
（理事の中か
ら会長指名）

（5名）
会長
副会長（2名）
庶務担当理事
会計担当理事

①
庶務
担当理事

②
会計
担当理事

③
広報
担当理事

④
会員組織
担当理事

⑤
研修部
担当理事

⑥
福祉部
担当理事

⑦
事業部
担当理事

庶務委員会

・庶務
・会務
・大学行事
支援

会計委員会

・会計業務

広報委員会

・ぷらたな
す発行
・HPの管
理

会員組織
委員会

・入会案内
・会員デー
ター管理

研修部委員会

・研修企画

委員および支援会員

天使大学同窓会組織図

天使大学同窓会役員名簿（2020年4月～2023年3月）
役　職 卒　期 氏　　名

1 会 長
（会員組織兼務） 看26 嶌田美穂子

2 副 会 長
（ 研 修 部 兼 任 ） 栄38 真井　睦子

3 庶務・福祉部兼任 栄24 池田由喜江

4 庶 務 看27
専12 中村　敦子

5 会 計 看26
専11 横山　和枝

役　職 卒　期 氏　　名
6 広 報 大看3

院看H23度修了 吉田奈美江

7 広 報 専25 澤田　優美

8 会 員 組 織 専11 渡部美千代

9 監 事 栄28 本間　裕子

10 監 事 栄17 宮本八重子

2020 年度天使大学同窓会支部長および連絡担当者一覧
支部名 卒　期 氏　　名

関東支部 支部長 看24 内田　雅子

関西支部 連絡担当者 看25専10 吉岡　京子

北石狩支部 連絡担当者
看41専26 安藤　陽子

看26専12 池垣　和子

南石狩支部 支部長 栄31 関　　真澄

渡島桧山支部 支部長 栄10 鈴木みのり

十勝日高支部 支部長 専16 太田千鶴子

宗谷支部 支部長 栄10 倉　　洋子

釧路根室支部 支部長 栄22 新谷百合江

上川留萌支部 連絡担当者 看29専15 森髙　郁代

後志支部 支部長 厚20専6 川村紀美子

オホーツク支部 支部長 栄17 北中　順子

空知支部 連絡担当者 看22専7 竹田　伸子

胆振支部 連絡担当者 看23 山内　陽子

（2021.3.1現在）

上川・留萌支部
看護          
栄養          

空知支部
看護         
栄養         

北石狩支部
看護         
栄養         

南石狩支部
看護         
栄養         

後志支部
看護
栄養

渡島・桧山支部
看護
栄養

胆振支部
看護
栄養

宗谷支部
看護         
栄養         

関東支部
看護
栄養

関西支部
看護         
栄養         

オホーツク支部
看護         
栄養         

釧路・根室支部
看護         
栄養         

十勝・日高支部
看護 
栄養         

87名
210名

49名
141名

1,226名
1,954名

137名
274名

44名
68名

48名
140名

65名
151名

69名
162名

43名
63名

36名
89名

6名
14名

426名
588名

57名
62名

各支部の同窓生数
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2020 年度総会・支部長会議・クラス幹事会開催中止
　新型コロナウイルス感染症の収束が見通せない中、なおかつ拡大傾向にある中での会議は、会員の皆様が不
安の中におられるところであり誠に恐縮と考え、今年度は上記の会議を中止と決定させて頂きました。
　2021年度は、新型コロナウイルス感染が収束し、9月開催の支部長会議、11月開催のクラス幹事会が実施され
ることを心より願っております。皆様のご健康をご祈念申し上げます。
� 天使大学同窓会　会長　嶌田美穂子

十勝・日高支部

後志支部

北石狩支部

上川・留萌支部

2020 年度活動報告	 2020 年 4 月	 役員会（書面開催）
	 2020 年 6 月	 支部総会（書面開催）
	 2020 年 11 月	 役員会（書面開催）
	 2020 年 11 月	「支部たより」発行
十勝・日高支部の皆様へ
　今年度は新型コロナの影響で、一堂に会することが適さ
ないとして、試行錯誤の活動となりました。総会は、会員
全員に議案をお送りする形をとり、昨年度の活動報告と今
年度の活動計画の承認と新役員が選出されました。「支部
たより」は、経過報告と支部会費を納めていただいている
方の掲載という簡単な内容となりましたが、お届けするこ
とができました。役員会は書面で行い、懇親会と男の料理
教室は開催していませんが、「同窓会」が少しでも笑顔の
広がる場になるよう、明るく楽しく続けていきたいと思っ
ています。
　十勝・日高支部の皆さん、引き続きご支援ご協力をどう
ぞよろしくお願いいたします。新型コロナがおさまった
ら、また皆様に会える機会を作りたいと思っております。
その時は是非ご参加ください。

支部長：太田千鶴子
連絡先：〒 080-2473	
帯広市西23条南4丁目36-7
Tel：0155-33-0779
mail：tizu131@f1.octv.ne.jp

北石狩支部の皆様へ
　昨年度から引き続き
連絡担当をしておりま
す池垣和子と安藤陽子
です。皆様とお会いで
きる機会をと思い、
2020年 5月頃を予定し
ておりましたが、新型コロナウイルス感染症の拡大で今年度
は断念いたしました。
　今後、感染症の拡大がどのようになるか分かりませんが、
支部会員が交流できる場を企画したいと考えています。交流
の場を通じ、年代を超えた同窓生同士のつながりを築けると
嬉しいです。
　支部の今後の活動について、皆様からご意見をいただき、
支部活動の活性化を図っていきたいと思いますので、よろし
くお願いいたします。

連絡担当者、連絡先
安藤陽子：Tel　090-3897-9532
池垣和子：Tel　090-2699-4875

最近の活動
　2019年 7月 7日 16時～今後の支
部活動について打ち合わせ

後志支部の皆様へ
　毎年7月 7日　小樽市内喫茶店
コロンビアにて活動しています。
　どなたでも予約なし自由参加です。

支部長：川村紀美子
連絡先：Tel　090-7513-6384

上川・留萌支部の皆様へ
　私事ですが、2019年に帰国後
（ボランティア）体調不良で大手術
を2回受けたため、支部活動に力
が注げていません。2021年春には
復活し、支部で活躍されている会
員の方を囲んで懇親会を開催できればと思います。会員の
皆さまのご協力をよろしくお願いいたします。

連絡担当者：森高育代
連絡先：上川郡東川町西町2丁目13-18
mail：ikuyomo29@gmail.com

昨年度の「男の料理教室」のひとこまで
す。またこのように集えることを楽しみ
にしています。

各支部より皆様へ
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空知支部

関西支部関西支部

オホーツク支部

関東支部

最近の活動
　2020.12 月「近況便り」の募
集
今後の活動予定
　コロナウイルス感染が終息
すれば、9～10 月頃に昼食会
を予定しています。
空知支部の皆様へ
　空知支部では、親睦を兼ねた昼食会を行っておりました
が、今年度は中止にいたしました。外出するのもままなら
ないご時世の中、会員の皆さまがどうすごされているか、
近況を募りました。多数の返信があり、近況のみならず、
前線で奮闘されている方への感謝や、コロナ終息への祈り
も込められておりました。

連絡担当者：竹田伸子
連絡先：岩見沢市 7条東 2丁目 21-11
	 Tel　0126-23-7839

最近の活動
　昨年度同窓生の皆さんに今
後の活動について、アンケー
ト調査を実施しました。その
結果をこれから皆さんにお伝
えし、今後の活動の参考にし
ていきたいと考えています。
今後の活動予定
　2021.4 月頃に予定しております。
オホーツク支部の皆様へ
　令和2年はコロナの関係で支部の集いはできませんでした。
　年が変わりコロナも落ち着きましたら皆さんにお会いし
て楽しい時間を持ちたいと思っております。
　前年度、支部会員の皆さんに「アンケート調査」を行い
48名から回答をいただきました。その中には今の天使大学
や学生、天使病院の様子を茶話会の形で知りたい、また調
理実習を通しての交流や講演会などの要望が多くありました
ので、今後検討をして決めたいと考えています。これまで、
北見市内を会場としてきましたので、これからは北見市以
外の場所での開催はどうかな……などと色々検討中です。

支部長：北中順子
連絡先：北見市北 2条西 2丁目 10 の 1

関西支部の皆様へ
　関西支部の方どうぞご連絡
ください。

連絡担当者：吉岡京子
連絡先：�mail　fujikogaburieru@yahoo.co.jp

関西支部の皆様へ
　関西支部の方どうぞご連絡
ください。

連絡担当者：吉岡京子
連絡先：�mail　fujikogaburieru@yahoo.co.jp

支部長：内田雅子
連絡先：Tel　090-3904-7437
	 mail：angel-choco-081027@ezweb.ne.jp

クラス幹事から、
クラスメートへの一言メッセージ

4期：4期生の皆さまいかがお過ごしでしょうか。卒業してからお

めにかかることが難しいこの頃です。いつの日か希望をもってお

めにかかれること、楽しみにしています。同窓会のぷらたなすの

発行がお一人お一人のところに届くように住所等変えられました

ら、お手数ですが上野または、山本までお知らせくださいますよ

うお願いいたします。（上野、山本）

7期：栄養7回卒業の皆様お久し振りです。如何お過ごしでしょう

か。「栄会」を平成20年10月20日に解散しましてから12年が過ぎま

した。この時「栄会」の残金は学校で何かあった時にとのご意見

でしたが、今まで機会がなく、この度、学校が創立70周年記念行

事として募金を行っていましたので、そちらに3万円を寄付致しま

したのでお知らせいたします。「大学からの配布物」「ぷらたなす」

等でご確認をお願いいたします。かなりの高齢になった私たちで

すが、これからもお元気でお過ごし下さいませ。（久富美恵）

18期：新型コロナのため、各種行事やクラス会も中止となり残念で

す。早く皆様にお会い出来る日がきますように！　同期で住所がわか

らずご連絡できない方が10名程おりますので、どなたかおわかりでし

たら幹事までお知らせいただけると幸いです。（栗原絹子、林　拓子）

19期：19回生の皆様　お元気でしょうか。毎年6月1日の午前11時

30分のセンチュリーロイヤルホテル札幌のロビーに集まり、その

栄養学科
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後集まった方々で会食などをして、楽しいひと時を過ごしており

ます。ご都合のつく方、是非お集りください。（小田嶋政子）

21期：これまで、2年おきに続いていたクラス会も令和元年10月8

日20回目をもちまして終了する事になりました。今後は、新しい

会“エンゼル会”が作られ、毎年10月第2週目の火曜日と開催日を

決定しました。詳しくはお世話係まで

　田中恵子（旧姓後藤）011-761-8277　上舘正子（旧姓高瀬）011-

765-1681（上舘正子）

21期：栄養科21期生の皆様お変わりありませんか？　コロナ禍で大

変な世の中、親睦会などで皆様とは自由にお会いすることはでき

ませんが、コロナ禍が終息された時には、また楽しい会が開催さ

れることを楽しみにしています。どうぞお一人お一人感染予防に

徹してください。お元気で！！（古川康子）

23期：昭和48年卒栄養科23回生の皆様へ　先日幹事3名寄り集ま

り、東京オリンピックが開催され、コロナ禍が下火になりました

ら同期会のお知らせを出すことにしました。どうぞ皆様御自愛さ

れて下さい。そして元気なお顔で再会して話に花を咲かせましょ

う。（岩崎雅子）

24期：皆さん、お元気ですか？　卒業以来40数年、皆さんは、ど

のようにお過ごしでしょうか。また皆さんにお会いしたいです

ね。70前に会いませんか？（小山田槇子）

大学14期：皆さん、お元気ですか？　フィールドは違いますが、お

互い頑張りましょう！！（富田唯芽）

3期：永らく第3期生として連絡をおこたり、汗顔の至りです。私

共3期生は昭和27年（1952年）に25名の卒業生を卒業させていただ

きましたが、気がつくと満88歳を迎え、今年5月25日にシスター大

西が帰天され、現在は、10名の方々は逝去され、札幌在住6名、道

内3名、本州5名、九州1名となっております。中には、卒業後一度

も連絡が取れない方も居り、大変残念に思っております。今年5月

まで厚生4期の有志の方々と共に、年一度の親睦会を持っておりま

したが、現在はこのコロナ禍に超高齢者の私共としては、外出を

控え、デイサービスやショートステイなどのお世話を受けて、体

力保持に務めております。天使学園のますますの発展をお祈りい

たします。（小川禮子）

　追記：渡辺溢子さんにクラス幹事に加わっていただきましたの

でよろしくおねがいします。

5期：クラスの皆様　御無沙汰致しております。私たちも米寿を迎

える年齢になりました。皆さんそれなりにお元気の事と思いま

す。私事ですが幸い正座のみ出来るものですから、週一度、お茶

（裏千家）を楽しんでおります。五味さん、工藤さん、河合さん、

山口さんとはTELでおしゃべりする位です。須澄さんには、クラ

スの事で色々御協力頂き感謝しております。早く新型コロナが収

束してほしいものです。皆様のご健勝をお祈りいたします。（下野

洋子（旧姓藤川洋子））

8期：クラスの皆様には新型コロナウィルスの発生以来、不安と閉

塞感を感じながらの日々かと存じます。明るいニュースといえ

ば、2020年春、大学は新棟が完成しました。新棟の見学を兼ね

て、クラス会を考えておりましたが、当面はお互い感染防止を

しっかり守って元気でいましょう。（小原まり子）

11期：クラスの皆様　お元気でいらっしゃいますか？　山井、後

藤、内山、原田、山岡、各氏と時々お会いし、懐かしい思い出話など

を楽しんでいます。最後にお会いしたのは、今年（2020年）2月。コ

ロナの早い収束を願うのみです。来札の折にはどうぞお声をかけてく

ださい。寄る年波には勝てない日々、お身体お大切に。（権丈勝子）

13期：厚生科13回生クラスメートの皆様へ　クラスメートの皆様

お元気ですか？　今年は2月から新型コロナに振り回されて何かと

心痛む毎日ですね。いつまで続くのか判らない感染予防にいささ

か疲れてきました。傘寿を迎えての1年ですが、心も身体も健やか

でありたいですね。コロナが静まったら1度クラス会を開きたいで

すね。その時が来るのを今は祈るばかりです。（仙庭ミナ）

14期：14回生の皆様、お元気でお過ごしですか。ウィズコロナで疲

れる日々で再会もままならないですが、一日も早い終息を祈りながら

いつかお会いできる日を願っております。（石橋喜重子、若井貴久子）

16期：皆様お元気ですか。悲しいお知らせがあります。細川利子

様が2020年7月12日お亡くなりになりました。札幌在住の方にはご

連絡しましたが、お電話が通じない方も数名おりました。嬉しい

こともあります。松坂久美子さんが天使大学茶道部で後輩の方達

にご指導されています。「ぷらたなす」を読んだ方で、何かニュー

ス（どんな事でも良いです）がありましたらどうぞ大地までお知

らせいただければありがたく思います。（大地満代）

18期：“ルルド34”の皆様　お変わりありませんか？　昨年の秋ま

で、毎年行われてきた「ルルド34の旅」も新型コロナのせいと旅

行プラン作成をして下さった塚本恵子さんの体調が良くなくて、

今年は無理のようです。一年に一度の観光とおしゃべりが楽しみ

で、「毎年あるもの」と思っていました。残念です。旅行の幹事と

して働いて下さった、ヤマ、典ちゃん、チーちゃん、大変お世話

になりました。ありがとう。（船越邦子）

21期：皆様、コロナ禍の中いかがお過ごしですか？　クラス会は

これまで2～3年おきに開催し、前回は2019年に行いました。次回

のクラス会は安心安全な状況になった時に行いたいと思います。

皆さまとお目にかかれる事を楽しみにしています！　2020年はコ

ロナ禍で大変だったねと、語り笑いあいたいですね。お体を大切

にお過ごしください。（前田明子）

23期：何処へも行けず、近くに居ても会えずの一年でしたが、皆様

お元気でお過ごしでしょうか。全員が古希を過ぎ、病院通いが増え

たり、お仕事辞める宣言をしても皆様頑張っていらっしゃいます。

シスター中島が、今も講義をなさっていてお元気との事です。「ぷ

らたなす」が届く頃には、コロナが収束してお会い出来る事を祈り

厚生科・看護科
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ながら、皆様からのご連絡をお待ちしております。（丸山美恵子）

24期：今年度もまたクラス幹事です。み～たんと二人です。新型コ

ロナの関係もあり、二人で会う事もできず、クラス会を実施する

事もできません。とても残念に思っています。来年こそはクラス

会を計画したいですね。新型コロナの状況しだいですね。皆様も

体調管理をしっかり行い、いつまでもクラス会に集合できるよう

にしてくださいね。（亀田和香美）

27期：今年は、予定していたクラス会はコロナの影響で中止にしま

した。この状況が落ち着いたらまた会いましょう！　それまで皆

さんお体に気をつけてお過ごしください。（小野友美）

31期：新型コロナで世の中が一変してしまいましたが、皆様お元気

でお過ごしでしょうか。医療機関や保健所の窮地に胸が痛みま

す。体調に気をつけて又笑顔で再会しましょうね。（大賀浩子）

40期：みなさんお元気でしょうか？　コロナ禍、最前線で活躍され

ている方も多いのではないでしょうか。体力も頭も若い時のよう

にはいきませんが、難局を乗り越えていきたいですね。コロナが

落ち着いて、お会い出来る日が来るのを楽しみに頑張りましょう

ね！（中元裕美子）

50期：皆さんお元気ですか。新型コロナの感染状況が落ち着いたこ

ろにまた同窓会を致しましょう。皆さんに会える日を楽しみにし

ています。（野々下（福田）稲川（越前谷））

52期：52期卒の皆様　お元気ですか？　それぞれの場所で活躍され

ていることと思います。コロナの現場にいらっしゃる方がいるかも

しれません。今、大変な世の中ですが、現場の仲間、そして会えな

いけれども繋がっている仲間と共に、もうひと踏ん張り、頑張って

いきましょう。そしていつか同窓会で会いましょう。（日月いずみ）

大学6期：大学6期生の皆様、お元気ですか。あの体育祭4連覇を達

成した（気が）強い学年なので、皆様それぞれの場所で、「愛をと

おして真理へ」の精神を貫き、ご活躍されていることと思いま

す。私は、2020年4月より天使大学の教員になりました。お近くへ

お越しの際は、ぜひ大学に遊びにきてくださいね。コロナが終息

したら、また同窓会を開催しましょう！　その日までどうか皆様

お元気で……。（高橋（旧姓内村）彩華）

大学17期：お久しぶりです。皆さん仕事、学校などそれぞれ頑張っ

ていることと思います。私は、仕事でやりがいを感じながらも学

生時代懐かしかったな、みんな元気かなと思うことが多くありま

す。みんなも頑張ってるだろうなと思うと私も頑張れます。また

みんなと会える日を楽しみにおたがいそれぞれの道でがんばりま

しょう （坂口　夢）

方々に迷惑をかけないように……のお心で工夫し努力しておら

れ、電話をした私も励まされました。10人のクラス全員がカト

リック信者で卒業、誰一人棄教することなく誠実に生きて来られ

ました。母校の発展を祈りつつ、神の恵みを感謝し残された人生

を大切に生きていきたいと思います。新型コロナに負けずがんば

りましょう！

　私事ですが、2年前突然助産科1年後輩の浦川さん（宗円）一子

さんから送り物が……何と私の使用した助産婦教科書一冊と国家

試験の問題集でした。お貸ししたようですがすっかりすっかり忘

れてました。短大と共に残っている本はこれ一冊だけ。時々取り

出しては懐かしんでいます。（宗円さんありがとう！）

助産科6期：6名のクラスの皆様　返信のハガキやお電話をいただ

き、この非常時（コロナ）にお元気でいらっしゃるようなので、

嬉しく思ってます。高齢な私たち、お買い物、教会に行く時、マ

スクを忘れず、収束するまで頑張りましょう。（笠松博子）

助産科12期：12回生の皆様お変わりありませんか。今年は春から

コロナウィルスの影響で自粛が続いており、何かスッキリしない

日々を過ごして来ましたが、いつの間にか年の瀬が近付いて来ま

した。（原稿締め切りが12月末でした）来年こそワクチンが実用化

され、良薬が出来て感染を気にせず皆様と笑顔で再会出来る事を

心から願っております。お互いに身体に気を付けて元気で過ごし

ましょうね。（石津久美子）

専攻科2期：専攻科2期生の皆様、幹事とは名ばかりで、いつから

そうなったのか？　皆様の中で代わってくださる方いらっしゃい

ましたら是非同窓会までご連絡下さい。皆様のご健康を願うのみ

です！（丸山知子）

専攻科25期：専攻科25期の皆様、お元気でしょうか？　コロナ禍

でご苦労されていることと思います。一日も早く、皆様と集う日

が来ることを願ってやみません。お互い容姿を認識できるうちに

お会いしたいですね（笑）（和田直子）

専攻科29期：専攻科29期生の皆様　お元気に各地でご活躍されて

いることと思います。卒業後なかなかクラス会を開催できずにお

りますが、コロナが落ち着いたら卒業後30年にクラス会が実施で

きたらと思っています。機会があれば少人数で集まりましょう。

ご連絡お待ちしています。（河崎和子）

助産科5期：新型コロナでみなさんどうしていらっしゃるか…恐る

恐るの電話は、見事うち消されました。シャンとしたお声でシャ

ンとしたお話でさすがもと助産師！　皆さん86歳以上の同級生、

元気でここまで生きてこられたと神に感謝です。家族やまわりの

助産・専攻科

助産研究科7期：同期の皆さん、お元気ですか。2021年度は卒業後

10年目の年ですね。全国各地、いや世界での皆さんの益々のご活

躍をお祈りしています。ICMや助産学会などで、お会い出来る機

会があればうれしいです。（巻島　愛）

助産研究科15期：皆さんお元気ですか。コロナ禍での就職、新しい

環境の中で日々尽力されていることと存じます。離れていてもそ

れぞれの場所でこれからも頑張っていきましょう。（岡本典子）

大学院
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年
生
の
時
に
代
表
を
努
め

て
い
ま
し
た
。

②�

小
学
校
実
習
（
一
週
間
）
が
と
に
か
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。

先
生
も
調
理
員

さ
ん
も
優
し

く
、
や
り
た
い

こ
と
（
自
分
で

考
え
た
献
立
を

給
食
で
出
し
た

り
、
簡
単
な
食

指
導
を
行
っ
た

り
、
休
み
時
間

に
児
童
と
遊
ん

だ
り
）
は
す
べ

て
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
小
学
校
実

①
あ
さ
っ
ぴ
ー
、
あ
ー
ち
ゃ
ん

②
最
後
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
！

③�

頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
全
診
療
科
の
手
術
を
行

う
年
間
手
術
件
数
約
一
万
件
の
三
次
救
急
病

院
で
手
術
室
看
護
師
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
！　

当
病
院
は
看
護
の
国
際
的
な
看
護
の

質
評
価
の
認
証
を
取
得
し
た
「
看
護
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
」
と
も
呼
ば
れ
るM

agnet

認
証
も
取

得
し
て
い
ま
す
！　

私
た
ち
の
手
術
室
は
、

全
ス
タ
ッ
フ
全
診
療
科
の
オ
ペ
に
つ
け
る
マ

ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
育
成
し
て
い
る
こ
と
が

特
徴
で
、
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
ス

タ
ッ
フ
の
仲
が
良
く
、
毎
日
本
当
に
楽
し
い

で
す
！

④�

患
者
様
へ
の
声
か
け
や
、
術
前
・
術
後
訪
問

を
自
分
の
個
別
性
の
看
護
に
活
か
す
力
を
先

習
を
通
し
て
、
札
幌
市
の
職
員
に
な
り
た
い

と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
現
在
は
実
習
時
お

世
話
に
な
っ
た
先
生
が
同
じ
区
に
い
る
の
で

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
も
と
て

も
よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

課
外
活
動
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。
学
内
サ
ー
ク
ル
の
活
動
で
は
、
岩
手

県
釜
石
市
に
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た

り
、
栗
山
町
へ
農
業
体
験
等
に
行
っ
た
り

と
、
様
々
な
職
種
の
方
と
出
会
い
、
体
験
す

る
機
会
が
多
か
っ
た
で
す
。
学
外
で
は
二
つ

の
学
生
団
体
に
所
属
し
て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト

企
画
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
人
と
の
出
会
い

が
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

③�

小
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
の
で
、
主
に
学
校

給
食
の
業
務
と
食
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

調
理
は
委
託
業
者
が
入
っ
て
い
る
の
で
携
わ

る
機
会
は
少
な
い
で
す
が
、
現
場
を
知
る
た

め
に
積
極
的
に
調
理
室
に
は
入
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
食
指
導
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す

が
、
全
学
年
一
コ
マ
を
目
標
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
五
年
生
で
食
品
ロ
ス
の
授
業
を

行
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
六
年
生
に
上
が
っ

て
国
語
の
授
業
で
食
品
ロ
ス
を
話
題
に
し
て

く
れ
て
い
る
児
童
が
何
人
も
い
て
、
昨
年
度

の
食
指
導
が
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
た
と
感
じ
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

④�

天
使
大
学
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
多
く
、
グ

石
山
　
冬
香

栄
養
学
科
十
五
期

布
上
　
朝
香

看
護
学
科
十
五
期

①�

学
生
時
代
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
は
？
（
友
人
か
ら

は
、
何
と
よ
ば
れ
て
い
ま
し
た
か
？
）

②�

天
使
大
学
在
学
中
の
想
い
出
を
一
つ
、
あ
げ
る
と

し
た
ら
？

③�

現
在
の
お
仕
事
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
職

場
の
ア
ピ
ー
ル
も
O
K
で
す
）

④�

お
仕
事
を
し
て
い
て
、
天
使
大
学
で
の
学
び
が
役

立
っ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
？

⑤
同
窓
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

⑥
後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

質
問
項
目

ル
ー
プ
で
の
発
表
も
多
か
っ
た
の
で
発
言
す

る
場
面
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
お

か
げ
か
、
先
輩
ば
か
り
の
中
で
も
発
言
す
る

勇
気
は
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

⑤
（
特
に
思
い
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
…
）

⑥�

天
使
大
学
は
や
自
分
の
や
る
気
次
第
で
楽
し

さ
が
何
百
倍
に
も
な
り
ま
す
。
同
級
生
は
も

ち
ろ
ん
、
先
輩
、
後
輩
、
先
生
や
職
員
の
皆

さ
ん
と
仲
良
く
、
楽
し
く
大
学
生
活
を
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
ね
^^

輩
に
褒
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が

多
い
で
す
。
天

使
大
学
の
授
業

や
実
習
で
培
っ

た
ス
キ
ル
だ
と

実
感
し
て
い
ま

す
。

⑤�

卒
業
し
た
年
に

東
京
支
部
の
同

窓
会
に
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。CO

V
ID

-19

の
流
行

で
皆
様
各
地
で
大
変
な
思
い
を
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
お
身
体
に
お

気
を
つ
け
て
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
全
国

各
地
で
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
と
て
も
心
強
い
で
す
！　

ま
た
落

ち
つ
い
た
際
に
は
皆
様
に
再
会
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

⑥�

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
毎
日
で
す
が
、
看
護
は

臨
床
に
出
て
か
ら
が
改
め
て
や
り
が
い
を
実

感
で
き
る
患
者
さ
ん
の
人
生
に
関
わ
る
す
て

き
な
職
業
だ
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
実
習

も
形
態
が
変
わ
っ
た
り
と
患
者
さ
ん
と
触
れ

合
う
時
間
は
例
年
よ
り
も
減
っ
て
し
ま
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
は
患
者
さ
ん
へ
の
温

か
い
気
持
ち
を
育
て
な
が
ら
、
技
術
や
知
識

を
身
に
つ
け
て
、
ぜ
ひ
臨
床
に
持
っ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
！

　

�

天
使
で
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
て
、
自
分
の

な
り
た
い
看
護
師
像
を
見
つ
け
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
ね
。
働
い
て
か
ら
よ
り
一
層
、
天
使

で
学
べ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
こ
と
間
違

い
な
い
で
す
！
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看
護
学
科
1
年
　
S
・
R
さ
ん

こ
の
度
は
、
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
今
自
分
に
で
き
る
事
を
精

一
杯
行
い
、
看
護
学
生
と
し
て
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
で
す
。

看
護
学
科
1
年
　
S
・
M
さ
ん

こ
の
度
は
、
天
使
大
学
同
窓
会
給
付
奨
学
金　

奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
す
。

看
護
学
科
2
年
　
I
・
H
さ
ん

貴
会
の
奨
学
金
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
学

生
活
が
安
定
し
た
と
同
時
に
、
絶
対
に
看
護
師

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
強
い
意
志

が
生
ま
れ
、
勉
強
に
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

栄
養
学
科
2
年
　
O
・
H
さ
ん

奨
学
金
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
私
は
た
く
さ
ん
の
方
に
「
栄
養
の
正
し
い

知
識
」
と
「
食
の
楽
し
さ
」
を
発
信
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
大
学
で
の
勉
学
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

看
護
学
科
3
年
　
O
・
I
さ
ん

今
回
、
貴
会
か
ら
支
援
を
受
け
た
こ
と
を
忘
れ

ず
に
、
今
後
も
看
護
学
生
と
し
て
よ
り
一
層
勉

強
に
力
を
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

栄
養
学
科
3
年
　
I
・
Y
さ
ん

ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
周
り
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
天
使
大

学
卒
業
生
と
し
て
心
あ
る
ケ
ア
が
で
き
る
管
理

栄
養
士
に
な
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

栄
養
学
科
3
年
　
T
・
H
さ
ん

奨
学
生
に
選
ば
れ
た
こ
と
で
、
将
来
へ
向
け
て

の
進
路
を
よ
り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
か
ら
、
自
分
の

や
り
た
い
職
業
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
勉
学

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

栄
養
学
科
3
年
　
H
・
A
さ
ん

こ
の
度
は
奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
周
囲
の
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
一
層
勉
学
に
励
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
科
4
年
　
O
・
R
さ
ん

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
奨
学
金
の
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
看
護
師

奨
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
給
付
型
奨
学
金
制
度
が
、
２
０
１
9

年
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
大
学
と

何
度
も
協
議
を
重
ね
内
容
を
詰
め
て
き

た
成
果
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
会
事
業
目
的
の
一
つ
で
あ
る

“
在
校
生
へ
の
支
援
”
の
要
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

給
付
型
奨
学
金
制
度

と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
し

て
い
き
た
い
で
す
。
ま
ず
は
直
近
の
国
家
試
験

に
合
格
で
き
る
よ
う
勉
学
に
励
み
ま
す
。

看
護
学
科
4
年
　
O
・
M
さ
ん

奨
学
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
国
家
試
験
の
勉

強
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
理
想

の
看
護
師
像
に
向
け
て
さ
ら
に
勉
強
に
励
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

看
護
学
科
4
年
　
T
・
A
さ
ん

奨
学
金
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に
励
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
医
療
現
場
が
逼
迫
し
て

い
る
中
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
で

学
ん
だ
「
愛
を
と
お
し
て
真
理
へ
」
の
精
神
を

忘
れ
ず
に
看
護
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

看
護
学
科
4
年
　
T
・
S
さ
ん

同
窓
会
か
ら
の
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、
学
業
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
学
で
の
学

び
を
生
か
し
、
一
人
前
の
看
護
師
に
な
れ
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
学
科
4
年
　
H
・
K
さ
ん

ア
ル
バ
イ
ト
先
が
倒
産
し
て
困
っ
て
い
た
と
こ

ろ
奨
学
生
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
貴
会
に
は
感
謝

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
将
来
は
地
域
の
人
た
ち
の
お
役
に

立
て
る
看
護
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
私
も
困
窮
し
て
い
る
後
輩
が
い
た

ら
、
そ
の
助
け
に
な
り
た
い
で
す
。

看
護
学
科
4
年
　
H
・
N
さ
ん

こ
の
度
は
奨
学
金
に
よ
る
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
看
護
職
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
医
療
崩
壊
や
看
護
師
不
足
等
の
深
刻
な

状
況
に
貢
献
し
、
活
躍
で
き
る
よ
う
努
力
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

助
産
研
究
科
1
年
　
I
・
R
さ
ん

奨
学
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
学
業
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
助
産
師
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
、
よ
り
一
層
勉
学
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

助
産
研
究
科
　	

助
産
基
礎
分
野
1
年
　
S
・
Y
さ
ん

同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
奨
学
生
に
な
る
こ
と
で
、
学
び
た
い

分
野
の
勉
強
に
励
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

良
い
助
産
師
に
な
れ
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

助
産
研
究
科
2
年
　
W
・
K
さ
ん

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
、

助
産
の
勉
強
に
一
層
励
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
天
使
大
学
で
の
学
び
や
経
験
を
活
か
し
、

自
律
し
た
助
産
師
を
目
指
し
て
今
後
も
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

看
護
栄
養
学
研
究
科
　
看
護
学
専
攻
　	

保
健
師
コ
ー
ス
　
2
年
　
K
・
S
さ
ん

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
に
よ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
難
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
看
護
の
基
本
を

常
に
心
に
お
き
、
真
摯
に
努
力
す
る
姿
勢
を
忘

れ
ず
、
人
々
に
貢
献
で
き
る
看
護
職
と
な
り
た

い
で
す
。
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よろしくお願いします
新同窓会役員紹介

抱
負　
と
に
か
く
頑
張
る
‼　
周
り
の
方
に
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

①
ヨ
シ
ダ
‼　

②
皆
で
団
結
し
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

で
賞
を
と
っ
た
こ
と

③
一
・
三
年
の
担
任
の
シ
ス
タ
ー
水
島
洋
子
さ
ん

④
二
歳
の
孫
と
遊
ぶ
こ
と 会

長�

嶌
田
美
穂
子

衛
生
看
護
学
科

二
十
六
期

抱
負　
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
参
加
し
て
い
ま
し
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
同
窓
会
の
た

め
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
今
ま

で
と
は
違
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

新
し
い
生
活
に
向
け
て
同
窓
会
で
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
行
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
あ
っ
ち
ゃ
ん 

と
か 

あ
っ
こ

②
楽
し
か
っ
た
寮
生
活
と
同
期
の
仲
間
た
ち
と
た
く
さ

ん
い
ろ
い
ろ
話
し
た
こ
と

　

そ
し
て
戴
帽
式

③
前
田
先
生
：
一
年
目
の
担
任
で
し
た
。
一
直
線
で
前

向
き
で
い
ろ
い
ろ
学
び
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
つ
ま
で
も
少
女
の
よ
う
な
う
い
う
い
し
さ

が
素
敵
で
し
た
。

　

シ
ス
タ
ー
水
島
：
寮
生
活
一
日
目
に
一
人
一
人
全
員

の
名
前
を
当
て
た
こ
と
が
衝
撃
で
し
た
。

　

そ
の
後
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
す
。

④
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と

　

ヘ
イ
デ
イ

庶
務　

中
村　

敦
子

衛
生
看
護
学
科二

十
七
期

　

専
攻
科　

十
二
期

抱
負
　

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
を
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に

三
十
代
、
四
十
代
の
後
輩
た
ち
を
役
員
と
し
て
増
や
し
て
い
き
た
い

思
い
と
、
同
窓
生
と
し
て
共
に
協
力
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

①
さ
な
い
ち
ゃ
ん
・
む
っ
ち
・
む
っ
ち
ゃ
ん

②
合
唱
部
に
所
属
し
て
、
仲
間
と
毎
日
練
習
を
重
ね
、
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
い
い
感
じ
ま
で
い
け
た
こ
と
と
そ
の
繋
が

り
で
彼
氏
が
で
き
た
こ
と
。
黒
の
ト
ッ
プ
ス
を
着
て
い
た
ら

シ
ス
タ
ー
に
「Oh! Devil

（
悪
魔
）」
と
言
わ
れ
た
こ
と
。

調
理
実
習
で
初
め
て
魚
を
さ
ば
い
た
こ
と
。

③
給
食
管
理
の
山
部
先
生
、
ご
担
任
の
小
林
先

生
。（
現
在
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

④TikTok　
な
わ
と
び
ダ
ン
ス
は
完
璧
。
う
さ
ぎ
は
練

習
中
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
渦
で
披
露
す
る
場
面
が
な
い
。。。

副
会
長

�
真
井　

睦
子

食
物
栄
養
学
科三

十
六
期

抱
負　
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
お
預
か

り
し
て
い
る
お
金
を
間
違
う
こ
と
な
く
大

切
に
扱
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

①
ヨ
ッ
コ

②
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
体
育
祭
、
学
祭
に

ク
ラ
ス
が
ま
と
ま
り
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

た
こ
と　

③
シ
ス
タ
ー
水
島

④
足
腰
が
弱
ら
な
い
よ
う
ラ
ジ
オ
体
操
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

会
計　横

山　

和
枝

衛
生
看
護
学
科

二
十
六
期

抱
負　
役
員
就
任
に
あ
た
り
、
初
め
て
の
こ
と
や

不
慣
れ
な
こ
と
が
多
く
、
早
速
諸
先
輩
方
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
。
由
緒
あ
る
伝
統
を
残
し

な
が
ら
も
時
代
に
合
わ
せ
変
わ
っ
て
い
く
大
学
の
様

子
や
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
在
学
生
・
同
窓
生
の
方
々

の
活
動
に
つ
い
て
広
報
誌
を
通
し
て
皆
さ
ま
に
お
伝

え
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
役
員
の
諸

先
輩
方
は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
職
員
の
皆
さ
ま
、
在
学

生
・
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら

任
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
の
ぎ

②
大
学
院
も
含
め
て
六
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
大

学
時
代
は
葦
の
会
の
一
員
と
し
て
行
事
な
ど
に
関
わ

る
機
会
が
多
く
、
毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し

た
。
実
習
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
大
変
で
し
た
が
、
信
頼

で
き
る
仲
間
が
で
き
た
充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
の
二
年
間
で
は

先
生
方
と
大
変
学
び
あ
る
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

③
Sr. 

沢
先
生　

④
文
房
具

広
報�

吉
田
奈
美
江

（
旧
姓
：
野
際
）

看
護
学
科
三
期

大
学
院
看
護
学
専
攻
四
期

抱
負　
楽
し
み
に
待
っ
て
い
た
だ
け
る

同
窓
会
誌
、
在
校
生
と
卒
業
生
を
つ
な
ぐ
同

窓
会
誌
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
の
ご
活
躍
情
報
を
是
非
お
寄
せ
下

さ
い
。

①
ゆ
う
み
、
こ
ー
う
ち

②
松
倉
さ
ん
（
く
ら
ま
）
指
揮
の
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
こ
と

③
白
井
先
生
、
油
谷
先
生
、
ち
い
こ
先
生
、

三
条
先
生　

④
コ
ス
ト
コ
で
の
買
い
物

広
報　澤

田　

優
美

専
攻
科
二
十
五
期

抱
負　
名
簿
の
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
い
き
た
い
！

①
ね
え
さ
ん

②
一
年
間
の
短
い
期
間
で
し
た
が
、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
飾
り
つ
け
、
い
ず
れ
も
二

位
に
な
り
忙
し
い
中
、
楽
し
か
っ
た
で
す

③
丸
山
先
生

会
員
組
織　渡

部
美
千
代

専
攻
科
十
一
期

抱
負　
理
事
で
の
経
験
を
も
と
に
、
先
輩
に
つ
い
て

い
く
だ
け
で
す
！

①
特
に
は
な
か
っ
た
よ
う
な
…
（
な
ん
だ
か
寂
し
い
…
）

②
朝
の
校
舎
前
の
掃
除
と
花
壇
づ
く
り

③
シ
ス
タ
ー
藤
本
（
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
優
し
い
先
生
で

し
た
）

④
寝
る
前
の
ラ
ジ
オ
体
操 監

事　

本
間　

裕
子

栄
養
科
二
十
八
期

抱
負　
同
窓
会
の
役
割
の
一
端
を
真
摯
に
努
め
ま
す

①
な
し

②
寮
（
ア
ス
ン
タ
ホ
ー
ム
）
で
の
超
真
面
目
な
学
生
生

活
は
貴
重
な
思
い
出
で
す

③
卒
後
、
仕
事
上
で
の
数
人
の
恩
師
と
の
奇
縁
に
、
天

使
と
の
絆
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

④
一
人
旅
（
国
内
・
美
術
館
巡
り
）

監
事

�

宮
本
八
重
子

栄
養
科
十
七
期

抱
負　

福
祉
部
と

し
て
は
、
先
輩
、
後
輩

と
の
絆
を
深
め
和
気
あ

い
あ
い
と
活
動
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
騒

動
で
一
切
活
動
で
き
ず
残
念
で
し
た
が
、
今
年
は
再
開
で
き
る
よ
う
祈
っ

て
い
ま
す
。
庶
務
は
、
初
め
て
の
挑
戦
で
悪
戦
苦
闘
の
連
日
で
す
が
、
皆

さ
ま
の
協
力
で
何
と
か
こ
の
大
役
を
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
ユ
ー
・
ユ
キ
エ
ち
ゃ
ん

②
生
涯
を
通
し
て
の
友
人
た
ち
に
恵
ま
れ
楽
し
い
学
生
生
活
だ
っ
た
。
授

業
、
実
習
等
で
と
て
も
忙
し
か
っ
た
。
テ
ス
ト
前
に
は
皆
で
集
ま
り
勉

強
？
お
し
ゃ
べ
り
に
徹
夜
し
た
こ
と
も
、
グ
ル
ー
プ
旅
行
し
た
こ
と
も
楽

し
い
思
い
出
で
す
。

③
セ
ル
ビ
ア
ナ
様
、
有
岡
先
生
、
犬
養
先
生　

④
俳
句
、
お
菓
子
作
り

庶
務
・
福
祉
部

池
田
由
喜
江

食
物
栄
養
学
科二十

四
期

抱負と自己紹介
①学生時代のニックネーム　②学生時代の思い出
③印象に残っている恩師　　④最近はまっていること



第 56 号（12）2021年3月15日 ぷ ら た な す（同窓会だより）

2019年度一般会計収支決算書　自　2019年4月1日　至　2020年3月31日
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　　要
前年度繰越金 2,353,800 2,353,800 0 北洋銀行一般会計　普通預金、現金
1　会費収入
　①入会金 9,650,000 9,650,000 0 2019年3月卒業生　＠50,000×193名分
　②賛助金 900,000 1,042,080 142,080 ゆうちょ振替口座入金　473人　現金18人　合計491人
2．2016年2017年大学記念事業
　 準備積立定期預金解約受入金 5,000,000 5,000,212 212

3．雑収入
　①福祉委員会 250,000 252,040 2,040 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 100 64 ▲36 一般会計普通預金利息
　③寄付金 0 13,000 13,000 理事長様総会ご祝儀
　④ストラップ販売 0 3,000 3,000 ストラップ　＠600×5個
4．総会懇親会費 0 100,000 100,000 2019年度総会懇親会会費　＠4,000×25名分

合　　　計 18,153,900 18,414,196 260,296

【支出の部】� （単位：円）
科　　　目 予 算 額 決 算 額 増 減 額 摘　　　要

1．一般管理支出
　①総会費 1,000,000 767,979 232,021 会場費・交通費・懇親会他

　②会報誌発行費 2,200,000 2,365,620 ▲165,620 役員改選選挙公報発行・発送費　「ぷらたなす」
55号発行・発送費

　③クラス幹事通信助成費 70,000 84,604 ▲14,604
　④同窓会入会式費 700,000 149,989 550,011 記念品（印鑑付ノックペン）作成費
　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 101,322 98,678 会議費・交通費　7回開催
　　・常任理事会費 100,000 20,812 79,188 会議費・交通費　2回開催
　　・支部長会議費 200,000 103,171 96,829 会議費・交通費　1回開催
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 89,280 60,720 会議費・交通費　1回開催
　　・奨学生選考委員会費 20,000 4,866 15,134 会議費・交通費
　　・�役員候補推薦・選挙管理委

員会費 50,000 72,581 ▲22,581 会議費・交通費

　　・その他会議費 200,000 86,364 113,636 定期外の開催会議費、交通費

　⑥通信費 300,000 288,953 11,047 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、幹事宛
会員名簿返・送付レターパック（400枚）代

　⑦交通費 70,000 90,754 ▲20,754 支部総会、懇親会、大学主催父母懇談会（釧
路、旭川）出席交通費、その他

　⑧消耗備品費 400,000 433,413 ▲33,413 事務用品・用紙等代、コピー機リース料、コピーカウント料
　⑨印刷費 100,000 31,240 68,760 会則300部増刷
　⑩慶弔費 100,000 77,220 22,780 大学行事のスタンドフラワー代、近藤先生祝花
　⑪支払報酬費 1,000,000 734,050 265,950 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 98,754 1,246 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 100,000 117,741 ▲17,741 HPサーバ更新・管理料（2020年度前払分）
　⑭雑費 5,000 17,570 ▲12,570 残高証明書発行手数料・天使大学レシピBOOK等
　⑮同窓会室使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2．各支部事業助成 1,000,000 710,056 289,944 関東・十勝・オホーツク・釧路・後志・空知北石狩支部
3．各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 33,556 16,444 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 10,000 9,920 80 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 19,681 319 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 20,020 ▲20 活動打合せ費・交通費
　⑤研修委員会 20,000 840 19,160 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 250,000 231,766 18,234 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 30,000 12,860 17,140 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 20,000 0 20,000
4．寄付金支出 5,500,000 5,500,000 0 天使学園創立70周年記念品、令和元年台風19号義援金
5．学生活動助成金 500,000 489,478 10,522 学生ボランティア・校外活動助成・クラブ・体育祭時飲物代
6．積立金支出
　　・事業準備積立金 1,500,000 1,500,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 1,000,000 1,000,000 0 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・奨学金積立金 500,000 500,000 0 北洋銀行奨学金事業部普通預金
7．未払金 100,000 250,000 ▲150,000 2014年入学1名、2015年入学4名
8．予備費 268,900 0 268,900

合　　　計 18,153,900 16,314,460 1,839,440

2020年度繰越金　　収入合計18,414,196円－支出合計16,314,460円＝2,099,736円



2021年3月15日（13）第 56 号 ぷ ら た な す（同窓会だより）

一般会計財産目録　　2020年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産　一般会計
　　現金 571,775
　　預貯金
　　北洋銀行普通預金 1,527,961
　　郵貯銀行振替口座 599,000 2,698,736
　流動資産　事業積立金
　　北洋銀行事業準備積立定期預金 50,590,618
　　北洋銀行大学事業積立定期預金 2,000,085

52,590,703
　　　流動資産合計 55,289,439
　固定資産 0
負債の部
　流動負債 0
　固定負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産 55,289,439
※事業準備積立金　預金利息　4,248円　含む

特別会計Ⅰ（奨学金）財産目録　2020年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資産の部
　流動資産
　　預貯金
　　　北洋銀行普通預金 15,215,362
　　　流動資産合計 15,215,362
　　　　資産合計 15,215,362
負債の部
　流動負債 0
　　　　負　債　合　計 0

正　味　財　産　 15,215,362

2019年度特別会計収支決算書
自2019年4月1日　至2020年3月31日

2020年度繰越金　　収入合計15,915,362円－支出合計700,000円＝15,215,362円

2020年度繰越金　　収入合計50,820,727円－支出合計9,850,000円＝40,970,727円

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要
前年度繰越金 14,950,238
奨学金事業繰入収入 500,000
貸与金返金 465,000 奨学金貸与者返金　3名
受取利息 124

合　　　計 15,915,362

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

前年度繰越金 40,818,682 北洋銀行
普通・定期預金

入会金収入 10,000,000
2019年4月入学生
入会金　＠50,000
×200名

受取利息 2,045 北洋銀行前受金
普通・定期預金

合　　　計 50,820,727

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘要

給付型奨学金
支出 700,000 給付者　

＠100,000×7名

合　　　計 700,000

【支出の部】� （単位：円）
科目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘要

2019年度
一般会計収入
繰入れ

9,650,000
2015年度入学生

（2019年3月卒業）
入会金　＠50,000
×193名分

退学者入会金
返金 200,000

2017年入学1名、
2018年入学3名
＠50,000×4名分

合　　　計 9,850,000
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特別会計Ⅱ（前受金）財産目録　2020年3月31日現在
� （単位：円）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　額
資　産　の　部
　流動資産
　　　北洋銀行普通預金 10,169,049
　　　流動資産合計 10,169,049
　固定資産
　　　北洋銀行定期預金 30,801,678
　　　固定資産合計 30,801,678

資　産　合　計 40,970,727
負　債　の　部
　負　　債 0

負　債　合　計 0
前受金（入会金）内訳
　①2016年度入学生（197人） 9,850,000
　②2017年度入学生（195人） 9,750,000
　③2018年度入学生（217人） 10,850,000
 　④2019年度入学生（200人） 10,000,000
　　前受金合計 40,450,000

正　味　財　産 40,970,727

2020年度特別会計予算（案）
自2020年4月1日　至2021年3月31日

特別会計Ⅰ　奨学金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要
前年度繰越金 15,215,362
奨学金事業繰入収入 500,000
受取利息 150

合　　　計 15,715,512

特別会計Ⅱ　前受金
【収入の部】� （単位：円）

科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要
前年度繰越金 40,970,727

入会金収入 11,000,000
2020年4月入学生
入会金　＠50,000
×220名

受取利息 1,500
合　　　計 51,972,227

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅰ（奨学金） 摘　　　　要

奨学金給付支出 800,000 給付者＠100,000
×8名　予定

合　　　計 800,000

【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 特別会計Ⅱ（前受金） 摘　　　　要

2020年度
一般会計収入
繰入れ

9,850,000
2016年度入学生
（2020年3月卒業）
入会金　＠50,000
×197名分

合　　　計 9,850,000

2020年度一般会計予算
自　2020年4月1日　至　2021年3月31日

【収入の部】� （単位：円）
科　　　　　目 前年度予算額 2020年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　会費収入
　①入会金 9,650,000 9,850,000 200,000 2020年3月卒業生　＠50,000×197名分
　②賛助金 900,000 900,000 0
2　雑収入
　①福祉委員会 250,000 250,000 0 タキさんの店・バザー等収益金
　②受取利息 100 100 0 一般会計普通預金利息
4　前年度繰越金 2,353,800 2,099,736 ▲254,064 北洋銀行一般会計普通預金、現金

合　　　　計 13,153,900 13,099,836 ▲54,064
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【支出の部】� （単位：円）
科　　　　目 前年度予算額 2020年度予算額 増減額 摘　　　　要

1　一般管理支出
　①総会費 1,000,000 1,000,000 0 会場費・講師謝金・交通費・懇親会他
　②会報誌発行費 2,200,000 2,000,000 ▲200,000 「ぷらたなす」56号発行・発送費
　③クラス幹事通信助成費 70,000 80,000 10,000

　④同窓会入会式費 700,000 700,000 0 記念品（印鑑付ノックペン）作成費　入
会式お弁当代

　⑤会議費
　　・理事会費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・常任理事会費 100,000 100,000 0 会議費・交通費
　　・支部長会議費 200,000 200,000 0 会議費・交通費
　　・クラス幹事・代議員会費 150,000 150,000 0 会議費・交通費
　　・奨学生選考委員会費 20,000 20,000 0 会議費・交通費
　　・役員候補推薦・選挙管理委員会費 50,000 0 ▲50,000 会議費・交通費

　　・その他会議費 200,000 200,000 0 定期外の開催会議費・交通費、学生との
交流会等

　⑥通信費 300,000 600,000 300,000 ひかり通信（電話等）料、郵便発送費、
幹事宛会員名簿送付レターパック代

　⑦交通費 70,000 100,000 30,000 支部会議等出席交通費

　⑧消耗備品費 400,000 480,000 80,000 事務備品（PCリース）・事務用品・用紙等
購入費等

　⑨印刷費 100,000 100,000 0 会則・細則印刷代

　⑩慶弔費 100,000 100,000 0 大学行事のスタンドフラワー代、会員弔
電料等

　⑪支払報酬費 1,000,000 1,000,000 0 事務業務パート料
　⑫データベース管理費 100,000 100,000 0 同窓会名簿データメンテナンス年2回
　⑬ホームページ維持管理費 100,000 120,000 20,000 HPサーバ更新・管理料（次年度前払分）
　⑭雑費 5,000 14,836 9,836 残高証明書発行手数料・送金手数料
　⑮同窓会室等使用料 300,000 300,000 0 同窓会室・調理室
2　各支部事業助成 1,000,000 1,000,000 0 支部・ブロック活動等
3　各委員会活動支出
　①庶務委員会 50,000 50,000 0 活動打合せ費・交通費
　②会計委員会 10,000 20,000 10,000 活動打合せ費・交通費
　③広報委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　④会員組織委員会 20,000 20,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑤研修委員会 20,000 5,000 ▲15,000 活動打合せ費・交通費
　⑥福祉委員会 250,000 250,000 0 活動打合せ費・交通費
　⑦事業委員会 30,000 20,000 ▲10,000 活動打合せ費・交通費
　⑧特別委員会 20,000 50,000 30,000 活動打合せ費・交通費
4　寄付金支出
　　・災害義援金 500,000 500,000 0
　　・創立70周年記念品代 5,000,000 0 ▲5,000,000 新校舎ステンドグラス代

5　学生活動助成金 500,000 600,000 100,000 学生ボランティア・校外活動助成、海外
研修助成金、体育祭時飲物代等

6　積立金支出
　　・事業準備積立金 1,500,000 1,600,000 100,000 北洋銀行一般事業積立定期預金
　　・大学記念事業積立金 1,000,000 0 ▲1,000,000
　　・奨学金積立金 500,000 500,000 0 北洋銀行特別会計Ⅰ奨学金事業普通預金
7　未払金 100,000 100,000 0 退学者入会金返金予定
8　予備費 268,900 800,000 531,100

合　　　　計 18,153,900 13,099,836 ▲5,054,064
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同
窓
会
室
に
は
、
週
四
日
パ
ー
ト
職
員
が
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。（
月
・
火
十
時
～
十
四
時
半
、

水
・
木
十
三
時
～
十
七
時
）

　

不
在
の
場
合
は
、
左
記
連
絡
方
法
に
て
、
ご
氏

名
・
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
後
日
こ
ち

ら
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
住

所
の
変
更
は
、
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご

連
絡
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
方
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

電
話
／
Ｆ
Ａ
Ｘ 

�

（
直
通
）
〇
一
一
─
七
一
二
─
一
〇
八
八

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

�
tenshi_dousoukai@

lilac.plala.or.jp

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

tenshi-dosokai.com

同
窓
会
事
務
局
へ
の

�

ご
連
絡
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

ご
多
忙
の
中
、
原
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
様
で
二
名
の
同
窓
生
の
活
躍
、

各
支
部
や
ク
ラ
ス
幹
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
年
一
度
の
発

行
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
ぷ
ら
た
な
す
」
が

同
窓
生
皆
様
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
同
窓
生

と
在
校
生
の
つ
な
が
り
の
一
つ
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
掲
載
希

望
や
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

専
攻
科
二
十
五
期　

澤
田　

優
美

�

大
学
看
護
科
三
期
・
大
学
院
四
期

�

吉
田
奈
美
江

同窓会総会のお知らせ2021
年度

会　場 	 天使大学　2号館　3階講義室（2303）
	 札幌市東区北13条東3丁目1-30　TEL　011-741-1051

日　程 	 2021年5月15日（土）
	  9：30～	 受付
	 10：00～11：00	 代議員会議
	 11：00～12：00	 総会

連絡先 	 天使大学同窓会室　
	 TEL/FAX　011-712-1088
メール　tenshi_dousoukai@lilac.plala.or.jp

　

日
頃
よ
り
、
同
窓
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
以
下
の
三

点
に
つ
い
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1
．
賛
助
金

　

同
窓
会
は
、
新
会
員
か
ら
の
前
受
金
と
会

員
の
皆
様
の
賛
助
金
で
運
営
し
て
お
り
ま

す
。
毎
年
「
ぷ
ら
た
な
す
」
に
振
込
用
紙
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
振
込
の
際
は
、
卒
業
期
と
Ｉ
Ｄ

番
号
の
ご
記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今

後
の
活
動
と
し
て
、
同
窓
会
の
組
織
つ
く
り

や
学
生
活
動
へ
の
支
援
（
活
動
費
の
補
助
・

奨
学
金
）
な
ど
に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
会
員
か
ら
の
賛

助
金
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2
．
ク
ラ
ス
幹
事
名
簿

　

ク
ラ
ス
幹
事
名
簿
を
同
封
い
た
し
ま
し

た
。
連
絡
が
取
れ
な
い
ク
ラ
ス
幹
事
の
方
が

多
く
、
同
窓
会
活
動
へ
支
障
を
き
た
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
★
の
方
は
連
絡
が
取
れ
て
い
ま

せ
ん
。
同
期
の
方
で
連
絡
が
つ
く
方
は
、
是

非
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

3
．
弔
電
費
の
負
担

　

同
窓
会
を
代
表
し
て
弔
電
を
打
つ
場
合

は
、
二
千
円
を
同
窓
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
。

弔
電
の
差
出
人
は
必
ず
「
天
使
大
学
同
窓
会
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

領
収
書
を
同
窓
会
会
計
宛
て
に
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
お
支
払
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様

（今年度は代議員のみの出席とさせていただきます。）


